
ヘルスケアDX新規事業創出に向けて
キックオフセミナー
大阪ヘルスケア　　創出推進事業

対 象 医療・看護・介護・福祉・健康分野において健康寿命延伸につながる製品の開発やサービスの展開を行っている企業の方、
もしくは起業をめざしている方、DX新規事業をご検討の方

参加申込方法はリーフレット裏面をご確認ください。

大阪ヘルスケアDX事業創出コンソーシアム事務局

＜セミナー内容に関するお問合せ＞  BCC株式会社  担当：前島 Tel：070-5087-9112
＜会場に関するお問合せ＞  公益財団法人大阪産業局  担当：山﨑 Tel：06-6271-0306

基調講演

民間PHR事業発展のあるべき姿
シミックソリューションズ株式会社　取締役

秋田 昌男 氏

泉北ニュータウンにおけるヘルスケアDX
株式会社NSD　ヘルスケア事業部　コンサルタント

三谷 祐一 氏

事例紹介①

大阪発！健診データDX

ALTURA X株式会社　取締役　CFO

吉岡 亨 氏

事例紹介②

アルトゥーラクロス

登壇者

2023.6.30
14:00-16:30
定 員 名
参加費 無料

金

場 所

大阪産業創造館4Fイベントホール
（大阪市中央区本町1-4-5）

120

主催：大阪ヘルスケアDX事業創出コンソーシアム
　　　（事務局：BCC株式会社、公益財団法人大阪産業局）
共催：高石市健幸のまちづくり協議会、大阪シティ信用金庫

アクセスマップ

開催日時

満席になり次第、締め切ります

ヘルスケア分野のDXは様々な製品・サービスが提供され始めてきていますが、まだまだ従来の製品・サービスは紙ベースでの提供
が数多く継続されています。また、スマホアプリやWebベースの製品・サービス企業はヘルスケア分野参入にあたって法対応、UX対
応、デバイスの開発等様々な課題があります。
本セミナーではヘルスケアDXを推進していくにあたっての先行事例や、今後スタンダードになると言われているPHR（Personal 
Health Record）サービスのトピック等の最新の情報から、本事業の核となるヘルスケアDX新規事業の個別支援にかかる募集の
案内、また大阪で展開されているDX支援メニューの紹介と盛りだくさんで開催します。
※本イベントは経済産業省令和4年度補正「地域新成長産業創出促進事業費補助金（地域DX促進環境整備事業（業種等特化型DX促進事業））
地域DX支援活動型」により実施します。

PHRサービスの最新情報ヘルスケアDX新規事業の個別支援 DX支援メニュー

osaka healthcare DX creation drive project



参加申込
大阪産業局申込フォームよりお申し込みください。

https://bit.ly/3nY1dgj
※ユーザー登録1件につき1名様しか参加できません、お連れ様は別途ユーザー登録と申込が必要です。

申込フォーム

・参加者に対する営業行為を主たる目的とされる方・悪質商法や関連諸法規に違法性・脱法性の可能性があるビジネスに関わられている方・公序良俗に反する商品、サービスを取り
扱う企業の方・マルチビジネスに関わられている方・特定の宗教や思想（政治）の普及を主たる目的とされる方・反社会的法人、団体に関わられている方

【ご注意】　下記の方はご参加をお断りしておりますので予めご了承ください。

　ヘルスケア産業において従来型の食・運動・睡眠等各種の健康サービスを提供する企業が様々にあり、
近年のセンサー技術の進化やスマートフォンの普及により健康状態の可視化技術も多くリリースされています。
しかしながら、デジタル系企業と医療・介護分野を中心としたヘルスケア企業の融合は進みにくく、それぞれの企業が独自の
考えで事業を推進しているのが現状です。

そのため、デジタル系企業ではさらなるヘルスケア関連のニーズ深耕を、ヘルスケア企業ではアナログベースの事業構造を
DX化していく必要があると考えます。

本事業では中小・ベンチャー企業のヘルスケアDXの事業計画書の作成を目的にDX戦略策定、
サイバーセキュリティ対策の個別伴走支援を行います。

経済産業省令和４年度補正「地域新成長産業創出促進事業費補助金（地域DX促進環境整備事業
（業種等特化型DX促進事業））地域DX支援活動型」の採択による実施事業となります。

※事業に関する詳細ページは、
　6月中旬公開予定です。

開会挨拶14:00-14:10 BCC株式会社　代表取締役社長　伊藤 一彦

公益財団法人大阪産業局（OKJP事務局/高石健幸リビング・ラボ運営事務局）
ヘルスケア・アクセラレーター　小野 恭義

14:10-14:20 大阪ヘルスケアDX創出推進事業の概要説明、個別支援募集について

16:20-16:30 公益財団法人大阪産業局　企業支援部大阪DX推進プロジェクトのご紹介

16:30 閉会挨拶

大阪発！健診データDX
ALTURA X株式会社　取締役　CFO　吉岡 亨 氏
『テクノロジーを活用して「医療」の世界を、人々の「健康」の世界を革新します。』をキャッチコピーに健診PHR「LIFE LOG×CHECKUP」
に取り組む同社は2023年に高石健幸リビングラボを活用し、高齢者が使いやすいスマホアプリのUX検証を実施しました。
その結果報告と健診データのDXについてお話しいただきます。

15:50-16:20 事例紹介②

泉北ニュータウンにおけるヘルスケアDX
株式会社NSD　ヘルスケア事業部　コンサルタント　三谷 祐一 氏
高齢化が進む堺市の泉北ニュータウンにおいて地域の鉄道事業者と協業し、スマホアプリ「へるすまーと泉北」（※1）を2021年にリリー
ス。シニアの運動＆計測習慣づくりを行うことで生活習慣病等の予防と行動変容を促し、個人の自発的な健康づくりとコミュニティ支援
を継続。（（※1）１万歩で10ポイント、10日で100ポイント貯めると100円相当のクーポン券としてお買い物などにご利用いただける
サービス）
高齢者を中心に1,500人以上のユーザーを抱えるまでに成長した同社のヘルスケアDXのポイントについてお話しいただきます。

15:20-15:50 事例紹介①

民間PHR事業発展のあるべき姿
シミックソリューションズ株式会社　取締役　秋田 昌男 氏
シミック（CMIC）は、1992年に日本で初めてCRO（医薬品開発支援）事業を開始し、今では開発から製造、営業・マーケティングまでの医
薬品に関する総合的な支援業務を提供しています。
現在、シミックグループは、日本で最大級のCROであると同時に、医薬品開発、SMO（治験施設支援）、臨床からGMPに準拠した医薬品製
造、薬事コンサルティング、そして営業およびマーケティングソリューション等における包括的なサービスを提供しています。
PHR（Personal Health Record）サービス事業においては展開する計15社による「PHRサービス事業協会（仮称）」に参画し、
PHR標準化を検討する「分科会2」の幹事を担当されています。

14:20-15:20 基調講演

プログラム

大阪ヘルスケアDX創出推進事業とは


